
海上幕僚監部援護業務課

海上自衛隊の再就職支援の取組について

1



2

企業に対するアピール（１）

海自退職自衛官採用の発信

パンフレット

援護隊員による企業の採用枠拡充・新規開拓

HP

援護隊員Ａ２佐の例
〇担当企業数 約９０社
〇Ｒ６年度 新規開拓１２社
〇Ｒ６年度 担当した定年退職者１４名

年間を通じて担当企業の採用枠拡充に加え、新規開拓のため企業訪問を積極的に実施



機会を捉えて企業にアピールする場を設定

海自の実施事項

イベント概要

主 催 ：インフォーマ・マーケッツ・ジャパン株式会社（英国インフォーマ・マーケッツ日本支社）

目 的 ：造船・海運・船舶用機器など、海事産業のための国際展示会、１９９４年から隔年で開催

日 時 ：２０２４年４月１０日～１２日（援護業務課としては初参加）

場 所 ：東京ビッグサイト

来場者数：２９，９８３名
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防衛省ブースの様子

「SEA JAPAN 2024」への出展

企業に対するアピール（２）

防衛省ブースを設置し、退職自衛官のインタビュー動画、採用のご案内パネルを展示
約１，０００名の来場者に対応
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企業に対するアピール（３）

〇企業に対する就職援護広報

体験航海、体験搭乗、基地見学、航空機、艦艇見学などの研修を実施

潜水艦除籍行事

海上自衛官の「艦」に
対する思い・絆を研修

幹部候補生学校卒業式

海上自衛官としての

「自覚と誇りを育成する場」
を研修

就職援護広報活動

海上自衛官に対するより深い理解と、再就職支援を積極的に行う動機付けを企図



スキルアップ態勢

5艦艇乗組み経験を活かして、よりスキルアップできる環境を構築艦艇乗組み経験を活かして、よりスキルアップできる環境を構築

〇 ＳＥＣＯＪ：SEAMEN’S EMPLOYMENT CENTER OF JAPAN（セコジ）

国土交通大臣から「船員雇用促進センター」として指定を受け、船員の知識又は技能の習

得及び向上のための訓練、船員職業紹介等、船員の雇用を促進するための事業を行う団体

⇒退職予定の海上自衛官が、船舶職員養成訓練（海技士）、無線関係講習（特殊無線技士）

などを例年１０～２０名が受講

ＳＥＣＯＪを活用したスキルアップ



お わ り
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